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（
一
） は　 じ　 め 　に

　今 日 ，
r暮 らし」 とい う事が 単に 「生 きて い く」為 に必要な生産 ・労働 とい う文脈だ けで はな

く，「生 きる こ と の 意味」を問 う関係の 総体として 捉 えられ て い る。こ の 背景 に は 暮 ら しを た て

て い く ＜場〉 と く関係〉が質的に 大 きく変化 した事に よ り，家族や近隣，地域社会の あ り方が

大 き く変わ っ た事が挙げ られる。こ の 変化を こ こ で は 「家業社会」 か ら 「雇用従業者社会」 へ

　 　 　 　 　 （1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

の 構造的転換 とそれに 伴 う 「農村的生活様式」 か ら 「都市的生活様式」 へ の 過程として把握 し

た い 。すなわ ち ，「イ エ 」を生活 の 基盤 と し た 家業社会か ら 「個人」 の 能力 ・技術 ・体力等を 生

活 の 手段 と し雇用 され る事に よ っ て 暮 ら し が成 り立 つ 人 々 が 多数派を 占め る社会の 成立 と進展

で ある 。こ の状況下に お い て ．人 々 の 生活の基軸が地域社会か ら企業社会へ と シ フ ト し て い

き ， 暮ら し の 空間は 限 りな く企業社会 と家庭 へ と二 極分化 し J か つ て 人 々 の 暮 らし の 場 で あ

り，常に 単独で は存在で きな い 家族集団を支え る為に機能 として の 相互援助シ ス テ ム を担 っ て

い た 「地域社会」 は衰退 させ られ て い っ た と言 えよ う。

　し か し ，こ の 「地域社会」 は ，「家庭」 と い う空 間だ け で は完結 しえな い 日常生活 の 場 で あ

り ， 企業社会の 中で 暮らす事の 出来な い 子供 ・主婦 ・老人 ・障害者等一 経済学的に は 非生産

人 口 と し て 扱わ れ て い る
一

の 生活環境 と し て 重要で あ る
。

こ の 意味で 「地 域社会」 は 「家庭
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

に 劣 らず ， 人が 生 きて い くた め の使用価値が よ り鮮明に 見え る空間」 で あ っ た の で ある。 とこ

ろ が地域社会はそ の 空間的範囲が 町内 の よ うに 可視的 ・第一次的接触が 可能な限定 された範 囲

に なる に つ れて 地縁 とい う関係が い わゆ るお つ きあい 的関係に終始し 「適当に つ きあ う」 とか

「無関心 」 「目立た ない よ うに する 」 とい う没個性的人間関係 と 「世間体」 「み んな
一

緒主義」
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「ず っ と住ん で い る た め に は言い た い 事 も控え る 」 と い う拘束的な関係が ある と い う事も も う

ひ とつ の 現実 で ある。家庭 とともに 使用価値を基盤とする な らそ こ に は ボ ラ ン タ リーな活動が

多様 に 展開して よ い 筈だが ，「生 活地 域に創造的にかか わ る知恵 と情熱が湧き起 こ らな い の は
　 　 　 〔4）　　　　　　　　　　、　　、　　、　　、　　、　　、

なぜか 。」む しろ 地域を越えた と こ ろ で ，今 日，実 に様 々 なボ ラ ン タ リーア ソ シ エ
ー

シ ョ ン が創

られ 活発な活動がお こなわれて い る の は 何故だろ うか 。

　 さらに ．地域社 会 の 動 揺の 中で 行政 側か らも住民側 か らもい ろ い ろ な意味合 い を こ め て
…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

新 し い 地域社会の 形成 とい う共通項の も とに登場 した の が 「コ ミ ュ
ニ テ ィ 」で あ るが ，

で は コ

ミ ュ
ニ テ ィ 形成 の 主体 は誰 で ある の だ ろ うか 。基本的に は 「住民」 で あるが ，現実 に は 住民を

組織化 し て い る地域集 団の あ り方が重要な鍵を握 っ て い る。常 に 自治 と統制 の 両面 を 内包 し，

地 縁を 結合 の 原 理 とす る為 に 多目的 ・総花的 ・慣例的で あ りなが らな おそ の 活動 の 基本 に は会

員 の ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン を必要 と し て い く地域集団が ，家業社会か ら雇用従業者社会へ

の 変化 と二 重構造の 中で ， コ ミ ュ
ニ テ ィ 形成の 契機を得 る為 に は どうした らよ い か を探 っ て い

きた い と思 う。 そ の 為に ， 地域集団の
一

つ で ある地域婦人会を 調査対象と しそ こ に 見 られ る女

性の 地域社会 へ の か か わ り方 ，地縁を結合原理 とし た ピ ラ ミ ヅ ド型組織の 構造 と機能が 地域社

会や リ ン ケ
ージ と して の 役員達に 及ぼす イ ン パ ク ト

， 及 び ボ ラ ン タ リー ・ア ソ シ エ
ー

シ ョ ン と

し て の 機能と位相 に つ い て ，地方都市郊外の 場合を事例 と し て 検討 して い きた い 。 こ れ は 大都

市，大都市郊外 ，地方都市，地方都市郊外 ，農漁村 と い う一連の 調査 研究 の うち の
一環 で あ

り，本稿で は地方都市郊外と して 石川 県金沢 市郊外の 辰 口 町を取 り上 げ，兼業通勤農家を主体

とす る 「在所」 と い われ る地元集落 と丘 陵地帯の 開発に よ っ て 新 し く出来た い わ ゆ る新興住宅

地 との 対比 も含 め な が ら ， 家業社会的な地 縁関係 の 中に 展開し て い る雇用従業者社会 の 持 つ イ

ン パ ク トに 注 目す る為で ある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔図 ユ〕　 調査地一 辰 口 町

⇔　調査地 と対象者の 属性

　 こ こ で は ，地方都市近郊の 事例 とし て 石川県

金沢市近郊辰 口 町の 場合を と りあげて 検討して

い きた い 。 辰 口町は 昭和 31年 ，旧山上村 ，国府

村 ，久常村の 三村 が合併 して 出来た 町で あ り，

当初人 口 は 8965人で あ っ た 。 それ 以降昭和 46年

頃ま で は 人 口 は 漸滅の 傾 向を た ど っ た が ，昭和

49年 に 東 レ 石川工 揚 の 操業 に ともな う勤務者 に

よる転入 と，昭和 46年以 降名鉄 に よ っ て丘 陵地

帯に 住 宅地域が 開発され ，サ ラ リ ーマ ン を中心

とし て 都市部や他県か ら の 来住者に よ っ て ，増

加 し現 在人 口 1万 960人 で ある （1985年国勢調

査 に よ る）家業社会 の基盤の 上 に 雇用従業者社

会が 成 り立 っ て い る 地 域 で あ り ， 各 集落 （地

区）は それ ぞれ 独 自の 歴 史的な共有と空間的な

ま とま りを有 して い る 。

頁

206

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

地 域社会 に お け る ボ ラ ン タ リ
ー・ア ソ シ エ ーシ ョ ン の形成 と機能 3

〔図 2 〕 調 査 地 の 集 落

　＼ノ

資料 「ア メ ニ テ ィ
・タ ウ ン をめ ざして 」（石川県辰 口 町　昭和60年 3月） 6 ペ ージ よ り引用

　先祖伝来の 田畑 ・土地 ・家屋 を持 っ て い る

い わ ゆる 「在所」 と呼ぼれて い る集落 と ， 新

し く開発された い わ ゆ る 「よ そ者 ・遠所者」

の 多 い 新興住宅地 とで は 地域 へ の か か わ り方

が違 っ て い るが ，ラ イ フ ス テ ージ，職業，女

姓 とい うカ テ ゴ リ
ー

に お い て 共通 の 部分 もあ

る。こ の 相違点 と共通点を み るた めに ，在所

す なわ ち地 元層 と し て 岩 内，三 ツ ロ ，和佐

谷 ，金剛寺，寺畠を，新興住宅地 と して 緑が

丘 を調査地 と した 。 但し緑が丘 は 開発 された

順番に 1丁 目町会か ら10丁 目町会 とな っ て い

る の で 集落 とし て の 特徴 とい うよ り在所 に 対

す る新興住宅地 とし て
一括 して 取 り扱 っ て い

る。

　調査対象者は ，前述の 各集落婦人会会員に

全 員配 布 し ， 緑 が 丘 の み は 会員数 が 492人

（昭和 62年度） と多い の で 約 4 分 の 1 の 120

人 を 10町 内会で ほ ぼ均等 に 分け て配布 し た 。

調査方法は 留置法で あ り，回収後
一
部 に 対 し

て 面接調査 を お こ な っ た 。配布票数 ，回収

率，有効調査票率は 〔表 1〕 の 通 りで あ り，

〔図 3〕人 口 と世帯数の 推移（12月末調べ ）
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （住 民基本 台帳 ）

資料　住民基本台帳

な お ，グ ラ フ は ，前掲書 「ア メ ニ テ ィ
・タ ウ ン をめ ざ

し て 」 7 ペ ージ よ り引用
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〔表 1〕　 調査地 区と配布 ・回収 ・有効調査票

地　区 集落名 配布調査票 回収調査票 有効調査表

岩　　　　　 内 73 71 70

三 　 　 　 ツ 　 　 　 ロ 30 30 30
宮 　　 竹

和　　 佐　 　 谷 16 15 15

地

　
元

　

集
　

落

小　　　　　　計 119 116 115

金　　 剛　　 寺 20 19 19

和　　　気 寺　　　　　 畠 20 20 20

小　　　　　　計 40 39 39

第　 1　 町　 内 21 2ユ 21

第　 2　 町　 内 工4 14 14

第　 3　 町　 内 20 20 20

第　 5　 町　 内 15 15 15

新

　

興

　

住

　

宅

緑　が 　丘

第　 6　 町　 内 20 20 20

第　 8　 町　 内 15 15 15

第　 10 　町　会 15 15 15

小　　　 　　 計 120 120 120

合　　　　　計 279 275 274

回収率

　 　 　 　 98．6

有効率

　 　 　 　 982

ほ ぼ全 票に 近 い （98．2パ ーセ ン ト）有効調査票率で あ っ た 。

　 調査 対 象者の 属性に つ い て は 〔表 2 〕か ら 〔表 8 〕の 通 りで ある。

　年齢は 80パ ー
セ ン ト が 30代〜40代で あ り，一般 に 言わ れ て い る都市部 で の 婦人会員 の 高齢化

とは 傾 向を異に して い る。孫守 りや役員就任の 年齢に な る50歳前後で や め て い く人が多 い 事に

よ る。

　居住年数は地 元層 と新興 住宅地 と で は対照的で あるが ，
こ の 中で 特に岩 内に 「生 まれ た時か

ら」 と い う人が 5 人に 1 人は い る 点が 目立 つ
。

こ れは 集落 内の 結婚か 婿養子 の 結婚を し た 人が

多 い と い うこ と で あ り ， 地縁 は 血 縁と姻戚関係が 複雑に 絡み あ っ て い る事を意味し て い る e

〔表 2 〕　 調査対象者年齢

20

代

30

代

40

代

50

代

60

代
NA

計

（274）
7．3 43，4 36．5 9．9 0．7 2．2

岩　　内 （70） 2．9 45．7 35．7 12．9 0，0 2−9
三 ツ 　ロ （30） 20．0 26．7 36．7 6．7 6．7 3．3

和 佐 谷 （15） 0．0 33．3 26．7 20．0 0．0 0．0

地

　
元

集

落

金 剛 寺 （19） 5．3 52，6 31．6 10．5

寺　　畠 （20） 0．0 ユ5 ．0 70．0 15．0

小　　計 （154） 5．8 37．7 39．0 14．3 1．3 1．9

新 緑 が 丘 （120） 9．2 50．8 33．3 4，2 2．5
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数年住居〔表 3 〕

計

　生

　 ま

　 れ

か た

ら時

30

年

以

上

　 2030

年

年以

未上

満

　 1020

年

年以

未上

満

　 510

年

年以

未上

満

4

年

以

下

NA

（274） 8．8 9．1 11．3 33．925 ．2 10．2 L5

岩　　内 （70） 21，4 17．1 15．7 34．3 7．1 2．9 1，4

三 ツ　 ロ （30） 10．0 13．320 ，0 3D．020 ．0 6．7

和 佐 谷 （ 15） 0．0 33．3 20，0 46．7

地

　
元

　

集

　
落

金 剛 寺 （ 19） 15．8 5．3 15．8 26．326 ．3 10．5

寺　　畠 （20） 15．0

小　　計 （154） 15．6 15．6 20．0 32．5 11，7 3．8 0．7

新 緑 が 丘 （120） D，8 35．8 42．5 王8．3 2．6

地生出〔表 4 〕

計

辰

口

町

能

美

郡

金

沢

市

石

川

県

内

石

川

県

外

NA

（274） 23，4 8．4 6．2 3LO 28．8L5

岩　　　内 （70） 45．7 10．0 7．1 3L4 2．9L4

三 　　ツ　 ロ （3D） 30．0 13。3 13．3 26．7 13．30 ．0

和　佐　谷 （15） 20．D 6．7 0．0 60．O 13．30 ．0

地

　

元

　
集

　

落

金 　剛 　寺 （19） 26．3 15．8 5．3 31．6 10．510 ．5

寺　　　畠 （20） 50．0 5．0 0．0 40．0 0．05 ．0

小　　　計 （154） 38．3 10．4 6．5 34．4 6．52 ．6

新 緑　が 　丘 （120） 4．2 5．8 5．8 26．7 57．5

夫 の 剛 住 地〔表 5 〕

計

辰

口

町

能

美

郡

金

沢

市

石

川

県

内

石

川

県

外

NA

（274） 48．9 5．1 5．1 13．5 20．1 7．2

岩　　　内 （70） 74，3 ア．1 2．9 8．6 7，1 0．0

三 　 　ツ 　 ロ （30） 73．3 3．3 3．3 6．r 0．0 13．3

和　佐　谷 （15） 66．7 6．7 13．3 6．7 0．0 6，7

地

　
元

　
集

　
落

金　剛　寺 （19） 68．0 0．0 5．4 15．8 5．4 5 ，4

寺　　　畠 （20） 75，0 0．0 5．0 15．0 0．0 5 ．0

小　　　計 （154） 72．7 4．5 4．5 9．7 3．9 4．5

新 緑　 が 　丘 （120） 18．3 5．8 14．2 18．3 40，8 10．8
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〔表 6〕　就 業 の 有 無

計 有 無 NA 備　 考

（274） 73．4 23．7 2．9

岩　　　　　内 （70） 82．9 12．9

三 　　　ツ 　　　ロ （30） 76．7 23 ．3

和　　佐　　谷 （15） 40．0 60．0   の 号 は 50代

地

　
元

　
集
　
落

金　　剛　　寺 （19） 73．7 15．8 10．5

寺　　　　　畠 （20） 75．0 20．0 5．0

小　　　　　計 （154） 75，3 20．8 3．9

新 緑　　が 　 　丘 （120） 70．8 27．5 1．7

20代 （20） 50．0 50．0   地 元 約 7 割 ．
　 ．4 割

30代 （119） 82．4 16．0

40代 （100） 76．0 20．0 4．0

50代以上 （29） 44．8 51．7 3．5

NA （ 6） 66．7 16．7 16．7

〔表 7〕　 最後に卒業 し た学校

計

旧新

制制

小中

学学

校校

旧新

制制

高高

女校

学 旧 新

校制制

以女短

上 子大

　専以

　門上

そ

の

他

NA

（274） 26．3 51，8 15．3 2．6 4．0

岩　　 　　　　内 （70） 27．1 55，7 8．6 5．7 2．9

三 　 　　ツ　　 　 ロ （30） 26．7 53，3 10．0 6．7 3．3

和　　 佐　　 谷 （15） 4G．G 53．3 6．7 0．0

地

　
元

　
集

　
落

金　　 剛　　 寺 （19） 26．3 42．1 21．1 0．0

寺　　　　　　畠 （20） 60．0 25．O 15．0 0，0

小　　　　　 計 （154） 32．5 49，4 11．0 3，9 3．2

新 緑　　 が 　　 丘 （120） 18．3 55．0 20．8 0．8 5．1

20代 （20） 5．0 60，0 25．0 10．0

30代 （119） 9．2 62．2 24．4 2，5

40代 （100） 42．0 47．0 7．0 2．0 2．0

50代以上 （29） 62．1 31．0 3．4 0．0 3．4

NA （ 6） 100．0

　 出生地は ，地元層は 辰 口 お よ びそ の 周辺地域が多 く，ま た 夫 も同様で ある が ，新興住宅地 の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

緑 が丘 は 県外が 約60・ ｛　
一

セ ン トを 占め
， 北海道を除 く各地 か ら集ま っ て い る。但 し

， 夫は辰 口

町 出身者 も約 20パ ーセ ン F，県外 出身者は 40パ ーセ ン トで あ り妻 と比 べ て地元お よび 県内出身

者が 多 い 。

地元層 が地理的 ・空間的に は求心 的な特徴を持 っ て い る の に 対 して緑が丘 は遠心的で あ り，辰

口 町 の 地 区 の 中 で の 唯
一
多様な 出身地 に よる住民構成 地 区 で ある とい え よ う。
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〔表 8 〕 世 帯 構 成

計

于夫

供婦
　 o

　未

　婚

　 の

矢

婦

子夫

供婦
■　　　●

夫未
の 婚

親の

子夫

供婦
●　　　，

妻未
の 婚

親の

子夫

供婦

夫 ・

婦既
・
婚

毬の

妻夫

の 婦

親 ・

　夫
　 又

　 は

そ

の

他

NA

（274） 45．63 ．329 ．26 ．62 ．66 ，23 ，62 ．9

岩　 　内 （70） 22．91 ．444 ．312 ．91 ．410 ．04 ．32 ．9

三 ツ 　ロ （30） 16．76 ．750 ．010 ．06 ．73 ．33 ．33 ．3

和 佐 谷 （15） 20，0 46．7 6．76 ．713 ．36 ．7

地

　
元

　
集

　
落

金 剛 寺 （19） 15．85 ，357 ．910 ．5 5．35 ．3

寺　 　畠 （20） 40．05 ．015 ．G10 ．0 20．05 ．05 ．0

小　　計 ．（154） 22．73 ．243 ．510 ．42 ．69 ．15 ．232

新 緑 が 丘 （120） 75．03 ．310 ．81 ．72 ．52 ．51 ．72 ．5

　就業に つ い て は
， 地元 も緑が 丘 も70パ ーセ ン ト以上 の 高 い 割合で 仕事に就 い て い る。特 に岩

内で は 80パ ー
セ ン ト以上で あ り，また婦人会の 大半を 占め る 30代〜40代も約80パ ー

セ ン トの 人

が働 い て い る。辰 口 町の 場合 ，主 婦は 日中家に 居 る の で は な く，外で 働 い て い る の が ふ つ うで

ある とい えよ う。仕事の 内容は 工 員 ・事務員 ・店員で 約半分を 占め て い るが
， 九谷焼の 下 絵や

撚糸関係の作業な ど地場産業 の 下請的仕事に 従事 して い る人 も約 彳パ ー
セ ン ト程 い る 。

　 国勢調査 （1985年）に よ る と，辰 口 町全体の 傾 向と し て は ，女性は ，製造業に 従事 し て い る

者 が 37．5パ ー
セ ン ト で

一
番多 く ， 次が サ

ービ ス 業 で 28．9パ ー
セ ン b で ある か ら ，

こ の 傾 向を反

映 し て い る とみ なす こ とが 出来る。な お ，就業形態に つ い て は ，調査 対象者 自身が ，は っ き り

と把握 し て い な い 場合 も多 く見受け られ，例えば 1 日中働 い て い る か ら 「常雇」 で ある と本人

は思 っ て も実際は 「パ
ー

ト」で あ っ た り，孫請会社 の 清掃員で あ っ た りす る 。 従 っ て こ こ で は

〔表〕 と し て 提示 し て い ない が ，常雇 は ，公務員 ・教員 ，看護婦等 の特定の 職種に 限定 されて

い る傾 向が強 く，パ ー
ト，嘱託 ，

ア ル バ イ F が約70パ ー
セ ン トで あ る。

　学歴 は ，緑が丘 の方が全体的に や や 高い 傾 向が あ り，また年齢 と強い 関係 があ り若い 層 に な

る程高学歴化し て い る。全体的に は 高卒が 2人に 1人 ， 中卒が 4人に 1人位の 割合で ある。30

代 と40代で 中卒 と高卒 の 割合が大 き く違 っ て い るが ，こ れ は ，ち ょ うど高度経 済成長期 以 降

の
， 急速な進学率の 上 昇 と対応 し て い る。家族構成 は 核家族世帯が緑が 丘 で は 80パ ーセ ン ト，

地元で は 25パ ー
セ ソ トと対照的で ある。

（⇒　女性の 地域社会 へ の か かわ り方　　近隣関係 と就業 を中心 に

　地 域婦人会が成立 し て い る基盤 とし て の地域社会 へ の か か わ り方に つ い て
， 地縁の 現実形態

と して の 側面を示 す 「近隣関係 ；つ きあ い 」 に つ い て み て い きた い
。

　地元集落で は ，次の 三 つ の 関係 の重層構造 に よ っ て つ きあ い が な され て い る 。すな わ ち 「イ

エ 」 を単位 とし家格 を 微妙 に 反映 し た フ ォ
ー

マ ル な つ きあ い ，イ エ との 続柄 を 単位 と し た

フ ォ
ーマ ル な つ きあ い ，家族 ・世帯主 との 続柄を単位 とした イ ン フ ォ

ー
マ ル な つ きあ い で ある。
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〔表 9 〕 近 隣 関 係

計

つ つ 会

きす え

あ る ば

い 程 あ

　度 い

　 の さ

つ を気

きす軽

あ る に

い 程立

　度 ち

　の 話

き合談何

あう しか

い よ た に

　 う りつ

　な 助 け

　つ け相

そ

の

他

NA

（274） 23．0 63．4 19．0 0．7 0，7

岩　　　 　内 （70） 24．3 64．3 14．3 1．4

三 　 　ツ 　　 ロ （30） 26．7 53．3 16．7

和　 佐　 谷 （15） 6．7 733 20．0

地

　
元

集

落

金　 剛　 寺 （19） 21．1 68．4 26．3

寺　　　 　畠 （20） 15．0 40．0 40．0 5．0

小 　　　　計 （154） 21．4 60，4 20．1 0．6 0．6

新 緑　 が　 丘 （120） 25，0 66．7 17．5 0．8 0．8

参　　　　　 考
 

（319） 24．1 49．2 26．0 0．3 0．3

（注）こ れ は 1987年　金沢大学社会学研究室 が 辰 口 町住民意識調査を した そ の 結果 で あ る。調査対象

　 者319名 ，男性 46．4％．女性 53．6％ ，年齢 は 20歳以上 70歳未満 で ，50歳以上 が 約 3分 1を 占め て

　 　い る。

　　　　　　　　　　　　　　 N　　ぢ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　も
こ こ に は近代社会で の い わ ゆる個人 とい う概念で は な く 「イ エ 」や 「家族」 との 関係概念が 地

域で の 人間関係 の 基盤 に ある事が わか る。こ の 中で ，女性に よ っ て 担われ る の が
， イ ン フ ォ

ー

マ ル な近隣関係 と い え よ う。〔表 9 〕お よ び ）r・一プ ン ア ン サ ーか ら指摘で きる事 は 次 の 点 で あ

る。まず地元 集落で は

　   「気軽に立 ち話をす る程度の つ きあ い 」が
一
番多 く，「何か に つ け 相談 した り助け 合 うよ う

なつ きあい 」 は む し ろ少ない と い え る。 し か し ，地元で も山間部 の 寺畠，金剛寺で は ス ーパ ー
　　　　　　　　　　　 1　　1　　N　　s　　1　　x　　N　　x

な どもな く不便な所で は生活の 必 要上 か ら 「助け合 う」 つ きあい が やや 多 くなる。な お ，近隣

関係調 査で は ，特に 性別 と ラ イ フ サ イ ク ル が 重要な フ ァ ク タ
ー

に な る。〔表 9〕の 参考 に 示 した

違 い は 男性お よ び 50歳以上 が調査対象者に 入 っ て い る こ とに よ る だ ろ う。すな わ ち
，

フ ォ
ーマ

ル な近離関係 とは 相談し た り助け合 うこ と で あ り，世帯主 とし て の 男性か らみ た つ きあい 方 で

あ る。 こ れ に 対 し て 女性 の場合 も っ と現実的で イ ン フ ォ
ーマ ル な観点か ら と らえ る つ き あい 方

が多 い とい え よ う。

　  近 隣 ・集落で の つ きあい で気を つ け るべ き事は 「深入 りせ ず ， さ りと て無関心 ・無愛想 で

な く」 と い う態度 で ある とい うの が オ ープ ン ア ン サ ーに 共通 し て み られ た 。
こ れは 逆に ，プ ラ

イ バ シ
ー

の 保ち に くい 地 域の 実態を も示 して い る。

　  で は ，何故  の よ うな態度が希望 され る の か 。
こ の 点に つ い て 「近所 の 人や 集落 ・地区 の

人 と の お つ きあ い で ，あなた が 苦労 し た り難 し い と思 う こ と」 に つ い て オ
ー

プ ン ア ン サ
ー ・面

接で 聞い た とこ ろ ， 1番多 い の が 「干渉」 と 「噂話 ・陰 口 が多 い 」 事で ある。 これは ，挨拶や

立 ち話 が 「人の 消息」 を尋ね あ うと言う事で共通の 関心 に な り，こ の 消息が噂話として 広 ま り

当人の 耳に 入 る。こ こ に は ．〈閉鎖 的循環型パ ーソ ナ ル コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ョ ン 〉の 成 り立 つ 地域社

会の 特徴一 相互認知度 が高い ，関心 の 範囲や活動範囲の 狭 さ ，慣例 ・し きた りの 遵守一 が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　，
伺われ る 。

い わば こ の 中で うま く コ ミ ュニ ケ ーシ
ョ

ン を もち 永住す る た め の 円滑な人 間関係 を
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保 っ て い く為 に は ，〈深 入 　　　　　〔表 10〕石 川県女 子年齢 階級別就業状況割合

りせ ず，さ りとて 無関心 ・

　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 就業者 （石川県）
無愛想で な く〉が必要で あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （辰 口 町）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （
る と言え よ う。　　　　　　　　　　　　　　 （石 川県）

　な お ， 2番 目に 多か っ た 　
80

　 （全 国）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

つ きあ い で 悩ん だ りし た 事
了0　

は ，地 区 の 「封建的な しき　60

た り」
一 具体的に は ，年　5。

令 ・性 ・財産 ・家柄 ・出身　40

地に よ る差別 で ある 。
こ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30
差別ゆ えに ，r婦 人会な ら

少 し は 舳 醗 言 で き る 」
z°

「婦人会 とい う団体で 何か 　10

をす る こ とが 大切」 「婦人 　 o

貧禦 野鞴調 囂 μ 慧 慧   蠶 2Le

で もな くし て い く活動が 出　資料 1985年 「国勢調査」 よ り。雇用 者 （全 国） は 「労働力調査」

来た ら よい と思 う」 とい う

婦人会 の存在意義が指摘 されて い る面 もある 事を こ こ で つ け加え て お きた い 。

　 新興住宅地で ある緑が 丘 の 場合は どうで あろ うか。

　  
一
番多い の は ，「つ きあい そ の もの が成 り立 ち に くく」 「つ きあう方法 の模索 と難 しさ」 と

い う事で あ っ た 。

　   次に多い の が，近所づ きあ い の 大切 さ ・必 要性，また難 しさ で あ り，こ れ は 主 に 乳幼児 を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
か か え て い る 母親か ら で ある。子供 の遊ぶ空間は 単に 物理的な もの だ けで は な く，大人の 良 い

入 間関係を前提 とし た子供 どうしの ネ ッ ト ワ
ーク で あ り ，

こ れ を必 要か つ 大切 に 思 う母 親達の

願 い で あるが ，緑が丘 の 場合 ，班に よ っ て 子供 の年齢構成に バ ラ つ きが あ り，ま た 子供や大人

ど うしの つ きあい 方 の 違 い が ある場合 こ れ が な か な か ス ム
ーズ に い か な い と い え る。

　   新 しい 土地 で の 近所づ きあ い に つ い て 次 の よ うな意見は ，共通 の 問題を提起し て い る の で

は な い だ ろ うか。

「遠 くの 親戚 よ り近 くの 他人 と言 うよ うに近所付きあい は とて も大切な事だ と思 うが ，今ま で

育 っ た環境 も違え ば考 え方 も違い が ある か ら
一

朝
一

夕に は うま くい か ない と思 う。毎 日の 生活

の 中で 少 しず つ か か わ っ て い くうち に
， 徐 々 に 理 解したすけあ っ て い けれ ば よい がそれ に はか

な りの 時間が必要だ か ら短 い 時間で 相手 の 事を理解しなければ い けな い の が大変 な事だ と思 う。

そ う考 える と表面的なお つ きあい し か 出来 ない よ うに 感 じて い る （緑が 丘 ）。」
　　　　　　 N　　　i
　 こ こ に は ，時間，か かわ りあ う こ と，理 解し よ うとす る態度が 「つ きあ い 」 を形づ くっ て い

く必要条件で ある事が示 されて い る。と こ ろが ，就業の た め ，こ の 時間が とれない 悩み を訴え

て い る人が多 い 点に も注 目すべ きで ある。緑 が丘 で も子供が保育園に い く年齢に な る と，また

保育園入園の 為の 条件づ くりをす る為に 就業 して い く人 も多 く，近所 づ きあい の 出来に くい状
　 　 　 〔9）
況が ある。石 川県 の 女性の 就業率 〔表 10〕は 全国平均 よ りず っ と高 く ， そ の 中で も辰 口 町は そ
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れを さ ら に 上回 っ て い る 。
こ れ は それ な り の 働 き 口 が あ る こ と ， 及 び親 と の 同居 が 多 い 為 ，

「嫁」 は 働 きに い き，代わ り に ，姑が退職 し て 孫守 りを す る とい う世代交代に よ る家事 ・育児

の 分担 シ ス テ ム が あるた め 世帯 の 中で 「女手」 が 2 人以上 い る場合 ，どち らか が ，又 は 両方 が

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

何 らか の 形で 働い て い る場合が 多い 。さら に ，「家に い る の は も っ た い な い 」 と い う意識 が 強

く，都市部の よ うに 主婦は家事 ・育児 の 担当者 として 日中家に い る こ とを前提 とし た考 え方 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

は 大 き く異な っ て い る。こ の た め 子育て 後の 35歳か ら54歳 ま で は 高 い就業率に な る 。 しか し ，

緑が 丘 で は こ の よ うな地元 の 状況に対して ， 特に大都市か ら の 来住者か ら 「劣悪な労働条件」

「少な い 働き 口 」「働 く事 ， お金を稼 ぐこ と に あま りに もこ だ わ りす ぎた り強制的で あ っ た りし

て ，母 親 と し て の 大切な生 活が犠牲に な っ て い る 」 と指摘 し て い る人が 多い 。主婦が 「全 日制

市民」 とし て ，日中家庭や地域に い る の で は な く，ほ とん ど何 らか の 形で 就業 し て い る状況下

で の 地域活動や婦人会活動の あ り方が改め て 問わ れ て い よ う。すで に ，これは婦人会活動の メ

イ ン テ ー
マ に もな っ て い る。例えば，昭和 61年度全国婦人団体研究集会 で は 「就労婦人の 増加

と地 域活動」 が テ
ー

マ に な っ てお り ， 就労婦人 と子育て ，働 く婦人 の 地 域活動等が課題 と して

挙げ られて い る 。ま た ，「地域社会に は ，性的役割分業観や男尊女卑 の 考え方に 基づ く古い 習慣 ．

が根強 く残され て い るだけ でな く ， 新た に つ くり出され て い る習慣の 中に も女性 の 就労 や社会
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 a凶
活動 を阻害する もの が ある 。 」 と重要な問題点が 指摘 されて い る 。 企業社会 と家 庭 へ と限 りな

く二 極 分化 し て い く中で 暮 ら し の 場 と し て の 地域社会 へ ど うか か わ っ て い くの か とい う問題で

もある 。

  　地 域婦人会の 組織 と 活動

　 地域 婦人会の 組織 の 特徴は集落 （区）を基礎単位の 団体 と し て
， 行政 区域に 対応 した ピ ラ

ミ ッ ド型に 構成 して い る点 に あ る 。 す なわ ち ，集落 （区） → 地区→ 町 → 郡 ・市 → 県 → 全国 レ ベ

ル に お い て そ れぞれ連絡協議会 を 結成 し て い る。 こ の 点に お い て 町内会 と同様で あ り，会員は

会費納 入 と同時に 自動的に 上部団体に 加入す る事に なる。 こ の よ うに 下部団体か ら上部団体 へ

の ピ ラ ミ ヅ ド型組織に お い て各 レ ベ ル の 団体の 長 ・役員は も うひ とつ 上 の 上 部団体 と の リ ン

ケ ージ の 役割 を担 っ て い る 。

　個 々 の 単位婦人 会の 目的 （会則 に よる）は表現等に違 い があるがほ ぼ共 通 して ， 〈婦人 の 地位

向上〉，〈地域社会 へ の 貢献〉〈婦人共通 の課題の 解決 と資質の 向上 〉〈世界平和へ の 貢献〉〈民主
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N　　s　　N

主義の 確立 〉 などの い くつ か が組 み合わ さ っ て お り，多 目的で ある の が特徴で ある。そ し て ，

社会教 育法第10条に よる 「公 の 支配に 属 しな い 団体 で
， 社会教育に 関す る事業を行 うこ とを主

た る 目的 とす る 」 団体 ； 「社会教育団体」 とみ な され ，地方公共団体か ら補助金の 交付を 受 け
　 　 　 　 　 　  

て い る の で ある。

　 こ の 地縁に 基づ くピ ラ ミ ッ ド型 組織 と社会教 育団体 で ある と い う こ と，そ して 多 目的で ある

と い うこ とが基礎的 で重要 な特徴で ある 。こ こ に は 二 つ の 相異なる原理が共存 し て い る 。す な
　　 N　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　　1　　　へ　　　N　　　N　　　N　　　1　　　1　　　s　　　1
わ ち地 縁に 基づ くい わ ゆ る町内会原理 と社会教育を支え るボ ラ ン タ リズ ム の 原理 であ り ， 非選

択 的
一

選択的，非 自律 的
一

自律的 ，日常的一非 日常的 ，非 目的的
一

目的的，非個人主義的
一

個

人主義 的な こ の 相異なる 原理 が矛盾す る 事な く共存 し え て い る の は何故 で あろ うか 。現在都市

部を 中心 に 後者を組織原理 とし ひ とつ の 目的や イ ッ シ ェ
ーに よ っ て グ ル

ープを つ く っ て い く
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〔図 4 〕　 調査地 と地域婦人会組織図
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ネ ヅ ト ワ
ーク型 の 運動や 活動が盛 ん に な っ て きて い る 中で ，地 域婦人 会は 〈地域〉 と 〈婦 人〉

を新 た な コ ン セ プ ト と し うるか どうか が 問われ よ う。こ の 点を探 るた め に ，まず ，そ の 実態を

調査地辰 口 町で み て い きた い 。〔図 4〕

　地元で は ，各区 （集落） 毎に 婦人会があ りこれが会員に とっ て は
一

番身近か でか つ
一

般会員

の 多 くは これの み が 自分の 所属 して い る婦人会 であ ると思 っ て い る とい う意味で も基礎 的 な団

体で ある とい え よ う。地元 の場合 くイ エ 〉を単位 と し た歴史的共有性 と空 間的に もは っ き りと

区切 りの つ く ＜ム ラ〉 と い う地 縁が婦人会員を結びつ け る契機に な っ て い る 。区会が ，「世帯」

単位で ， そ こ に 住め ばほぼ 自動的に 加入 し ．世帯主 の 出入 りや消息 に 関係な く現実に 「住居」

が あ り 「生活」 して い れ ば会員＝住民 ＝ム ラ の 人 で ある の に 対 し て ，婦人会は 既婚女性，会費

納入 者 ， 定年制や イ ン フ ォ
ー

マ ル に は 大体 50歳 ぐら い ま で が会員 で ある と い う点で 同 じ地縁 に

基づ い て い て も世帯 よ りも個人の 側面が辰 口 町 の場合は 強い とい え る。

　区 （集落） の 婦人会が 旧小学校下 （小学校通学区域）毎に 集ま っ て 各地区婦人会をつ く っ て

い る。辰 口 町全体で は 35の 区があ り，それ らは 6 つ の 地 区に 行政上 は分け られ て い るが合併前

の 村 ，地区 ，校下 が
一

部複雑に入 りくん で い ると こ ろ もある。それは 各種の 行事 の 時 ，そ れを

担 っ て い くの は どの地 区か とい う場合顕在化す る 。 婦人会 で は ，
「宮竹校下 （地区）婦人会」 と

第 1地区，第 2地区 の 関係が そ うで ある 。こ こ だ け地区婦人会 と い わず校下婦人会 と し て い る

の は
， 次 の よ うな事情 に よ る。

　 1地 区は ，宮竹 ，三 ツ ロ ，灯台笹 ，岩本．長滝 ，大 口 ，和佐谷の 7 地区が集ま っ て お りそ の

中心地は 人 口 の 多 い 宮竹 で あ りこ こ に は 宮竹小学校 が ある。と こ ろが ， 2地 区 の中か ら岩 内．

莇生 の みが 宮竹小学校下 で あ り，こ の 2 つ の 区 （集落）は 地区 と校下が異 な っ て い る。こ の た
　 　 　 　 N 　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 N　　　x

め ，宮竹校下で は あ っ て も 1地区を代表す る意味で の 宮竹地区 と い うの は おか しい とい う意見
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〔表 11 〕　 婦人 会の 主な行事 ・活動の事例一 上 部団体へ の 参加を中心に

地域 レ ベ ル 区 地区 （地 元） 地 区 （新興住宅地）

婦 人 会 名 岩　 内　 婦 　 人　 会 宮 竹 校 下 婦 人 会 緑 が 丘 地 区 婦 人 会

役員会 メ

バ ＿

ン

会長お よ び役員 前年度 の 各区会長
前年度 の 町 内会婦人 部

（会）会長

役 自 定　例　総　会 定　例　総 　会 定　例　総　会

員 団分 臨　時　総 　会 校下新旧役員会 新 旧 役 員 会

会 体の 役 　　員　　会 校 下 役 員 会 役 　 　員　 　会
●

町 連合役員会

委 上
町 連合婦人会総会

員

ム
部 婦人学級長 と連合委員会

諏

・ 団 衣裳委員会 ，祭壇委員会

総
体

ム

互

自
映写会 ，き り絵教室 つ くし学級 （婦人学級） さ わ や か 学級

行 分
慰安会 ，テ ニ ス 教室 地区体育大会

親和会 ，料理教室 天狗まつ り

の

事 団
報恩講 ， 重陽講

お正 月の花講習会

婦人学級合同開講式 ，　　　　　　　　　 婦人学級合同 閉講式

辰 口 町敬老会 ，辰 口 町ま つ り協賛チ ャ リ テ ィ

体
文集 りん ど う発行 じょ ん が らお ど り ， 町生涯学習振興大会

曹
上
部

第二 地 区運動会 町婦人 バ レ ーボ ール 大会 ，町 連合役員会一泊

団 盆お ど り 町政懇談会 ，町婦人意見発表会
事 体 秋祭輪お ど り 町衣裳展示会 ， 町成人式 （立 食 パ ーテ ィ 手伝

業

他
団
体

じょ ん か らお ど り い ）

町婦人合宿研修会

参へ

加 の
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町 郡 県

辰 口 町 連 合 婦 人 会 能美郡婦 人 団体 協 議会 石川県婦人団体協議会

前年度 各地 区会長 前年度各町連会長 前年度各市 ・郡会長

定　例　総 　会 定 　例 　総 会

新旧役員会 ，役員会 役員会 （理事会）

定 例 委 員 会

郡婦人団体協議会総会

郡婦人 団体協議会委員会

能美郡婦人
一

泊研修 い しか わ婦人の つ どい

能美郡婦人指導者研修会 婦人団体幹部研修会

県幹部研修会
石川婦人ス ポーツフェ アー

婦 人県政会議
郡県 内研修

委員県外研修
・バ ザ ー

広報紙「石川婦人」発行

各種委員会活動

研修会 県婦人意見発表大会

北陸三 県婦人問題会議

南加賀 婦人県政会議 中部ブ ロ
ッ ク 大会

南加賀 リサ イ ク ル 会議交通安全 全地 婦連全国大会

キ ャ ラ バ ン 隊 北方領土 返還全国大会

春 の交 通安全 キ ャ ラ バ ン 隊
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が根強 くあ っ た の で ある。 しか し他 の 地 区婦入 会 と並ん で 当初か ら しば ら くの 間は
， 宮竹地 区

婦人会 と称 して い た。

　 こ の よ うな地区 ・校下 レ ベ ル の 婦人会が集 ま っ て 辰 口 町連合会 を結成 し ，会長は じめ 役員 は

各地区の 会長 ・副会長か ら選出され て い る 。 各 レ ベ ル の 役員選 出方法 はそれ ぞれ独 自に 会則に

基づ い て 行なわ れて い るが区 レ ベ ル で は イ ン フ ォ
ーマ ル に は家格 とい うもの が微妙に 考慮 され

つ つ フ ォ
ーマ ル に は 会則 に 基づ く選挙や推薦で ある場合が多い

。 地区 レ ベ ル で は ， 役員は 会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　N

1名 ，副会長 1〜 3名 ，会計 1名，書 記 1名 ，学級長 （婦人学級） 1名が 現また は 前の 区の 会

長か ら構成 され任期は 1 年で ある
。 また ， 祭壇委員 ， 衣裳委員は 婦人会が戦後 ， 生活改善運動

に 取 りくん だ活動が現在で も続 い て い る事を示 し て い る 。辰 口 町婦人会 「30年の あゆみ 」 に よ

る と ，昭和 23年に 「県下 の ト ッ プ否 ， 日本 の ト ッ プを切 っ て
， 公民館活動 と並行 して 花嫁衣裳

を と りあげま した」 とあ り当時 の 意欲的な生活改善 へ の 取組み が伺われ る。と りわ け冠婚葬祭

と台所 の 改善が 身近か で 大切な問題 として とりくまれた。当時はそ の よ うな儀式に お金をか け

ずに共 同で所 有 し貸出 しをす る事に社 会的意義もあ っ た の で あるが ，今日で は く事業〉 と して

成 り立 た せ る 為に 使 っ て もら うこ と に 意を くだ か なければな らない とい う逆転 し た 現象 も出て

きて い る。 こ の 各団体や 組織を 支え る経済的基盤 と して は ， 会員に よる会費収入 ・手数料 ・補

助金 が 主 た る もの で ある 。
こ の うち会費 は ，

一
番基礎の 集落 レ ベ ル で 集金 し た もの が ，あとは

上級団 体が 「登録会員数 × 会費」 と し て 自動的に 下 部団体 よ り納入 され る 仕組み で ある
。 例え

ば岩内 （区）で 2000円 （年額）集金 し た うち ，宮竹校下婦人会に は 450円，さら に ，宮竹校下婦

人会は ，辰 口 町連合婦人会に 250円，そ し て 能美郡婦人団体連絡協議会 へ は 90円．石 川県婦人団

体連絡協議会 へ は 30円 と会費は順次下部団体か ら上 部団体 へ の 負担金 と して扱われ て い る。ま

た手数料収入 は 区 と地区に と っ て 主要 なもの で あ り，補助金収入 は ，町 連を中心に 上 級団体に

とっ て主た る収入源 で もある。 こ こ に は ， 下部組織→上部組織 と い う下か ら の 組織化の パ タ ー

ン が あ り，上部組織化に あた っ て ．補助金 ，委託事業等に よ り行政 と連結化 されて い る の がみ
　 　 a4
られる 。

　 で は ，こ の よ うな組織 で どの よ うな活動を し て い る の で あろ うか 。団体 として 必ず しなけ れ

ばな らな い 総会や ，固定的 ・慣習的な行事や ，各年度毎に 新し く企 画される行事な ど様 々 で あ

るが ，どの 行事 ・活動に し て もそれを準備す る段階．実行す る段階 ，終了後の 反省会等多 くの

時間 ・
労 力を費やす もの で あ り，またそ の 中で の つ きあ い や ，目常の 眼にみ え な い 親睦を基礎

とした 活動な ど有形 ・無形 の もの が ある。団体活動は こ の formal−informa1な両面性を有 し て い

る が ， ピ ラ ミ ッ ド型組織で は役員に よ るformalな活動が 組まれそ の 実行が 活動 の
一

番基本で あ

りか つ 最大 の もの とな り ，

一
般会員か らみ る と動員 ・割当て に よ る参加型 活動 に な っ て い く。

　 〔表 11〕 は ， 区→ 地区→ 町 → 郡→ 県と い う各 レ ベ ル に お け る 婦人会活動の 主 な も の を と くに

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

上 部団体 との 関係に 注 目して 整理 し た もの で ある。こ こ か ら次 の よ うな事が指摘で きよ う。区

の 場合 は 集落 の 会員 の 親睦 と重陽講な ど ム ラ の伝統的行事が中心 とな っ て お り会員に と っ て
一

番身近 で か つ 集落内の つ きあい と して formalな会合へ の 参加 と い う意味 あい も強い 。 地区に な
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
る と活動 内容は 質的に 変わ っ て くる。宮竹校下 の 場合は

， 地 区独 自の 活動は 婦人学級 の み で あ

りあ と は 地区 の 役員会 ・委 員会お よ び 上 部団体で ある 町連や郡婦人団体協議会 の 役員会や 行事

へ の 参加 で あ る。 こ の 意味で は 区の婦人会 の よ うな ひ とつ の ま とま りと活動とい うの で は な く

各区婦人 会 の 代表者 に よ る連絡会 とい う性格が 強 い と い え る。緑 が丘 の 場合 も同様で ある が緑
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が丘 地 区天 狗まつ りと い う地 区 の お祭 りへ の 参加が ある。緑 が 丘 の 場合は 地元 の よ うに 各 区毎

に 伝統的に 婦人会が形成 されて い る の で は な く ， 第 1町内会か ら第 10町内会 と い う区別 は ある

が各町 内毎の 独 自の 活動は ほ とん どな く緑が丘 地 区が い わば大 きなひ とつ の 集落 とな っ て い る。

こ の 地 区 の 会員に 「会員が 誰で も （班長や 役員 で な くて も）気軽に 参加出来 る よ うに し て ほ し

い 」 とか 「会費だ け の 会員で す」 と い う声が あ る の も こ の よ うな事情 に よる も の と思 わ れ る 。

　町連に なる と ，役員会 ・委員会 と郡お よび県 の 婦人団体協議会 へ の 参加が ある と い う点 で は

地 区 レ ベ ル の 場合 と同様であ るが行政関係の 行事 との 結びつ きが多 くな っ て きて い る。独 自の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　　　　　　　　　  

事業 と して 生 活改善的な活動 と して 出発 し現在に至 っ て い る 「衣 裳委員会」 と 「祭壇委員会」

が あ る e 町連 の別会計に は な っ て い る が多額 の 金額 を扱 う事業 で あ り，財政的基盤iに もな っ て

　  

い る。

　で は
，

こ の よ うな組織 の 中の 活動状況に 対 し て 会員達 は どの よ うな意見を持 っ て い る の だ ろ

うか 。自由回答を分析する と役員経験者 と一般会員 との 間に は次 の よ うな違 い がある。役 員経

験者 で は ，ピ ラ ミ ッ ド型 の組織に お い て 上 部団体と の リ ン ケ
ー

ジ と して の役割を果た して い る

為 ，
こ の上部団体 との 関係やそれに伴 う活動 の量 ・内容 に 関す る 問題点の指摘が多い 。

　 「役員ばか り忙 し く ，

一
般会員に は あ ま り関係あ りませ ん。」 「役員に な る とあ ま りに も忙 し

く，働 い て い る婦人は とて もじ ゃ ない が や っ て い けま せ ん 。 」 「上 か らや行政 の 下請ぼ か りで こ

れが本当に 婦人の た め に な る の か 疑問で す 。」 「も っ と身近な 自分達 の 集落の 婦人 会活動に 役員

が時 間が とれ る よ う上 部団体 の行事の マ ン ネ リ化 の 見直 しを は か る べ きで す。」一 こ こ に は ，

区 （集落）一地区一
町
一郡一県 の それぞれ の 行事 の役員 へ の 集中に よ る忙 しさ と，ほ と ん どの

人が就業 して い る現状 の 中で家庭や地 域を よ くす る と い う婦人会 の 目的が逆に そ れ らを犠牲に

し て役員活動がな され て い る事 に悩 ん で い る の が伺 え よ う。女性に は 「家 の 事を きちん とす る

こ と」 や 「日中家で ブ ラ ブ ラ して い る こ と，暇で ある こ と」が批難され る土地柄は ，上部団体

の 行事が 日中の み すなわち専業主婦に 依拠 し た形 で 行なわれ て い る現状で は ，役員達 の 生活状

況 と時間的 ，精神的に大 きな くい 違 い を生 じさせ て い よ う。また これ は ，今後就業 して い る女

性が都市部で も増加す る に 従 っ て役員の み な らず動員 の対象 とな る
一

般会員 の 問題 と して も生

じて くる とい う意味で 今日の 婦人会 の 大きな課題で あろ う。

　
一

般会員か ら は 割 り当て動員へ の 批判 と活動 の 質 へ の 批判が主 で ある。すなわ ち 「行事 を こ

なすた め に 行事を行な っ て い る 。」 「も っ と本 当に 婦人会 に と っ て 必要な活動 とは 何か を考 え る

べ き で ある。」 「身近な とこ ろ で ゆ っ くりと親睦をす る ぐらい が 婦人会の 役割 で
， それ以上 の 事

は ，関心の ある事柄 に よ っ て それぞれ有志が団体 を つ くれ ば よい の で はな い で し ょ うか 。 」 「婦

人会は役員 に よる役員の 為の 会で ある。」

　一般会員 は ，区 の 婦人会行事へ の 参加率は 50〜80パ ーセ ン ト と は 高い が
， 地元 で は ひ とつ の

formalな つ きあ い で あ り，新興住宅地で は 無関心又は 割 り当て 動員の た め の義務的な もの と し

て 受取め られて い る傾 向が強譜 しか し こ の よ うに 活動 の あ 妨 に つ い て 様 々 な問題が会 員か

ら指摘され て い る中に ，ひ とつ の 重要な共通課題 と し て ボ ラ ン タ リーな活動の 場 ・組織で あ っ

て ほ しい と い う事が あげられ よ う。
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田　ボ ラン タ リー ・
ア ソ シ Z 一

シ ョ ン と して の 位相

　 こ の ボ ラ ン タ リーな活動 の場 ，組織で あ D ．て ほ しい とい う事に つ い て ，具体的に 事例を挙げ

なが ら検討 し て い きた い と思 う。

〔事例 A 〕「現状で は ， 行事を こ なす為に 行事を行 っ て い る と思 い ます ， そ の k め に 参加者が 少
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ，　　　N　　　1　　　x
な い とか ， 役員だけが 出席 とい う具合に な る わ けで す。生涯学習が 叫ばれて い る 中 ，行事を行

い 参加人数が多 い と い う事が 社会教育が活発で ある とい うバ ロ メ ータ と思われ て い るけれ ど ，

　　　　 i　　も　　N　　1　　1

それで は 本当の意味で 活動が盛ん で ある と は い え ない と思い ます。」 （宮竹地区，傍点は 筆者）

　 こ こ に は ， 〈量〉で 測 る活動に 対 して の 素朴 で か つ 本質的な 批判がある。活動の く質〉が会員

の ボ ラ ン テ ィ ア リズ ム と結 び つ く事が 示唆 され て い よ う。地域住 民 の 〈多様牲〉 と活動 を

〈量〉で 測 るた め に 婦人会の 活動は い わ ゆ る 〈ボ トム ・ア ッ プ型〉で ある。しか し，指摘され

る よ うな 〈質〉 は どち らか と言え ば くプ ル ・ア ッ プ型〉に 結び つ くで あろ う。ボ ト ム ・ア ッ プ

型の 活動 に 〈質〉の 転換をなし うる か どうか 。また それは どの よ うな側面に お い て 出来 るか と

い う事が重要な課題 とな っ て くるだ ろ うと思 う。

〔事例 B 〕　　 「勤め 人が 多い 中で の活動は い ろ い ろ問題が多 い 。活発 に な りすぎる と役員 は 本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　　　で　　　x　　　へ　　　1　　　1　　　1　　　1　　　h　　　h
当に 大変 で す 。 行事な ども っ と精選す べ きだ と思 う。本当に 婦人会に と っ て 必 要な行事は 何な

　 　 　 i　　　x　　　1　　　1　　　 ’　　　i　　　モ　　　1　　　i

の か ，婦人会の た め の 行事は 何な の か 考え る べ き で あ る 。 」 （緑が丘地 区 ，傍点は 筆者）

　 就業す る 女性が多 くなる とい う事は ，婦人会活動 を く量〉 と く質〉 の 両面で 改め て 検討す る

よ う要請する よ うに なる 。すなわ ち ．限 られ た時閲 の 中で 仕事 ・家事を しそ の い わ ば残 りの 時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ　　　s　　　i　　　も　　　も　　　1
間 で の 婦人会活動だか らで ある。暇が ある か らする の で は な く暇が ない の に す る とい う事 は 活

動 の 内容を 問題 に す る よ うに な る だ ろ う。 だか ら こ そ こ の 事例 の よ うに 婦人会 に と っ て 必 要な

行事 ・婦人会の た め の 活動が問われ る の で ある。ピ ラ ミ
ッ ド型組織 に お い て はた て まえ と し て

は 底辺 か ら ト ッ プ に 向か っ て 積み 上 げて い くの で ある が
， 現実に は ト ッ プ か ら下 へ と一方的に

承認 と協力要請 とい う形で 降 りて くる場合が 多い 。と い うよ りむ しろ組織原 理に 内包 され て い

る志 向性で ある。こ の 中で 〈質〉を 問題に す る場合 ，〈婦人会〉に と っ て の 意味あ る行 事 ・活

動，す なわ ち婦人会 とは何か とい う問題が改め て 提起 される の で ある。

〔事例 C 〕　 「学校 で も職場で も，最近は 家庭で も男女平等 ，男 と女が
一

緒 に い ろ い ろ力を合

わ せ て い く世 の 中に な っ て きて い る の に
， 何故 ，地域 で 女の 人だけが集 ま っ て 活動 し なければ

な らない の か 疑 問で す。慣例の 行事を こ なすた め だ け で あ っ た り，女 ・子供だか らと い う何か

劣 っ て い るか ら集め て 教育す る とい う社会教育の 考え方 も一昔前 の もの で は な い で し ょ うか 。」

（緑が 丘 地区）

　 こ こ に は ，女だ け が 「集ま る 」 ＝ 「集め られ る 」事に 対 し て の 批判がある。す で に 学校教育

で は 男女共学がな され ，職場で も次第に 男女に よる差別 を な くす方向に 動 い て い く中で 恐 ら く

最も動 きに くい と こ ろ は 地 域社会で あろ う。 地域社会 で は 男性一女性 とい う存在 は ，「イ エ 」や

「家族 」 との 続柄 で 捉え られ る か らで ある。地元 で ，封建的で あるが故にせ め て婦人会で 自由
　 1　　　N　　　マ
に 女で も意見が い え ， 男社会 で は 決 し て 取 りあげ て もらえ ない 事柄 で も こ こ で は 話 し合 う事が

出来る か ら良 い と い う意見が あ っ た が ，こ の 意味で は 同性 同士 で 集ま る の は プ ロ セ ス で あ り目
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　h

標 と し て は 両方が 集 ま る とい う事に なろ う。そ し て ，こ の 時改め て 何故集ま る の か とい う目標

が 問題 に なるだろ う。
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　 こ れ に 関連 し て ，活動 内容お よ び婦人会が ど の よ うな場で あ っ て ほ し い と思 っ て い る の か を

み て み よ う。一番多か っ た の は ，〈身近な事〉で 〈皆が 自由に 参加〉 出来 ，〈楽 し さ と参加 し た

喜び〉が味わ え る活動で あ り，さ ら に 時代や住民構成 ，世代に 応 じ た く新 し い 企画〉〈マ ン ネ リ

化 しない 工 夫〉を求め て い く方 向で あ っ た 。そ し て
，

こ こ に 現れ て い る志向は婦人会が ボ ラ ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

タ リー ・ア ソ シ エ
イ シ

ョ
ン の 位相を強め る事を意味 して い よ う。

　 ボ ラ ン タ リ ー ・ア ソ シ エ
イ シ ョ ン とは

，
ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン に 基 づ く　「ア ソ シ エ イ

シ ョ
ン 」 ＝ 「対等 で 自由な人 々 が ある 目標遂行の た め に 結び合 う集団」 で ある 。

こ こ で い うボ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

ラ ソ タ リー ・ア ク シ ョ ン とは ，理念的に は ，佐藤慶幸氏が整理 し て い る よ うに ，

　（1） 自律的で ある こ と，既存の 地位
一

役割関係か ら 自由な立 場で意思決定す る こ と。

　   　権力志向的で ない こ と。

　（3） 職業的で な い こ と，す なわ ち ，生活の 糧を
一次的 目的 とする有給職業 的で な い こ と。

　   　非交換的で ある こ と，すなわ ち ，物 的に せ よ，精神的に せ よ ， 第
一

次 的に ， ある い は初

　　発的に反対給付として の報酬
一 経済 的報酬 ，権力 ，社会的地位 ，名声 ，名誉な ど　　を

　　期待 して ，ある い は それ に 動機づ け られ て 行な う行為で な い こ と 。

　   　非 日常的で ある こ と，す なわ ち ，日常生活 へ の 動機 づ け と は異 な っ た動機づ け ，日常性

　　 を乗 り越 える ，ある い は 日常性 よ り
一歩踏み 出す動機 づけが必要 とされ る。

　  　
一

時的，間欠的で ある こ と 。
こ れ は非日常性に伴 う特徴で ある。日常的で ル

ー
テ ィ ン 化

　　 し た 行為 に 比べ れば ，ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン は ，そ の 時 々 の 状況や 問題に 応 じて ，あ

　　 る い は行為者 の 資源状態 （物的 ， 身体的 ， 時間的資源）に 応 じて 行なわ れる とい う意 味で

　　 ある 。

　婦人 会員の 様 々 な要望や 問題点の 指摘は
，

こ れ ら 6 つ の ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ
ョ

ン の 特 徴に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ・・　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　  

か か わ る も の で あ り こ こ に は ，分業体系の 強固な仕事の 場 の 論理 と は 別 の 次 元 の 使用 価値 の 優
　　　 へ　　　x
先する 分担 の 論理 に基づ い た 人 々 の 〈も うひ とつ の 〉暮 らしの 場 と して の 期待が ある と い え よ

う。こ の 意味で ボ ラ ン タ リー ・ア ク シ ョ ン の 基本的理念 を再度確認 し て お きた い 。すなわ ち ，

他者 に 対す る 恩恵的援助的活動で は 決 して な く，自己
一

他者関係に お ける互酬性に 基 づ くもの

で ある。

　 〈地縁〉に よる 〈ピ ラ ミ ッ ド型 〉の 組織 は会員 の 〈無関心〉 と 〈会費納入型参加〉に よ っ て
ヘ　　　へ
制度 とし て そ う容易に 崩れ る 事がな い 代わ りに ，会員の ボ ラ ン タ リ ズ ム を基盤 と し て い る だけ

に こ れ に か か わ る会員の 多様な要望 ・活動 の 質 ・方 向性す な わ ち擬似的で は な い くボ ラ ン タ

リー ・ア ソ シ エ
イ シ ョ ン 〉 と して の 活動 目標 と組織運営を 時代に 適応的に か つ 創造的に な し う

るか どうか とい う事が コ ミ ュ a テ ィ 形成 の 主体に 地域集団がな りうる契機の 主要なひ とつ とい

え よ う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 注

  　こ こ で い う家業社会 と は第
一

次 産業 が 家業 と し て 担 わ れ て お りそれへ の 就業人 口 が 他産業 と比 べ て 優

　位 に 高 い 割合を 占め 少 な くと も約40パ ーセ ン 5 以上 の 社会で あり，家業継承 を 基本としそ の た め 直系家

　族制 を規範 とす る社会 で ある。時代的 に は 明治 か ら戦後 の 高度経済成長に 入 る 1955年頃まで で あ る。詳

　 し くは ．橋本和幸 ・石 原多賀子他著 『定住の社会学』多賀出版 ，1988年　51ペ ージ〜65ペ ージ を参照 し て

　 ほ し い。
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（2） 都市的生活様式 とは ，都市 の 集住生活 に み られ る 生活様式 で あるが これをさらに 「共同生活 の 様式上

　 の差異」 とい う視点か ら倉沢進氏は次の 2点を指摘して い る。第一は ，「個人的自給自足性の水準な い し
　　　　　　　　　　　　　　 も　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　h

　 社会的共同生活を必要 とす る 領域 の 広が りの 差異」で ある。第二 は 「共同 の 様式 の 差異 で あ り，農村 で は

　　「非専門家，住民 の 相互扶助 シ ス テ ム に よる 共通 ・共 同 問題 の 共同処 理 ］ とい う原則 で あ る の に対して ，

　 都市 で は 「専門家 ・専門機関 に よ る 専業的
・
分業的な 処理

一
専門処理 シ ス テ ム に よ る処理 を原則 と す る

　 こ と，そ し て
一

人ひ と りの 住民 が 自身
一

個 の 専門家 とし て こ の 専門処理 シ ス テ ム の 巨大 な歯車 の
一

端を

　 担 っ て い る」 （倉沢 進 「都 市 社 会 学 の 概念 」 （鈴木広 ，倉沢 進編著 r都市社 会学』 ア カ デ ミ ア 出 版 会 ，198

　 4年）

（3） 佐藤慶幸編 r女性 た ち の 生活 ネ ッ ト ワ ーク
ー

生活 ク ラ ブに集 う人び と』文眞堂，1988年　408ペ ージ

（4） 越智昇 「コ ミ ュ
ニ テ ィ の 核 を 形成す る 思想」 （大森彌

・
越智昇他著 「コ ミ ュ

ニ テ ィ の 社会設計 」 有斐

　 閣 ，1982年

（5） 1969年　国民生活審議会 コ ミ ュ
ニ テ ィ 閤題小委員会報告 「コ ミ ュ

ニ テ a
一

生活 の 場 に お け る 人間性 の

　 回復 」が 出 され て 以来，コ ミ ュ ニ テ ィ とい う概念が い わ ば 流行 し．行政 に お い て は ，小学校区の 地域生活

　 圏 に お け る 「コ ミ ＝ニ テ ィ づ く り」 ＝＝ コ ミュ＝ テ ィ 政策 が 打 ち 出 さ れ て い っ た。こ こ に は ，家業社 会 に見

　 合っ た形 で 地域社会が成 り立 っ て い た の が，雇用従業者社会へ の 激 しい 変化に 伴な い 大きく変質 し て き

　 た こ とへ の 強 い 問題意識 が 見受け られ よ う。

（6） 具体的 に は ，新潟12人 ，富山 8人 ，静岡
・愛知 5人 ．岩手 ・大阪 ・愛媛 4人 ，福島 ・福井 3人 ．東京 ・

　 鹿児島
・
和歌山

・
島根 ・

滋賀 ・
京都 2人 ，群馬

・
栃木

・
山形

・
岐阜

・
宮崎

・
熊本

・
長崎

・
大分

・
沖縄 1

　 人

（7） 自由回答で一番多い の が 「深 入 り しな い 」で あ っ た。大都市 の 精神構造 と して ，か つ て S ・ジ ソ メ ル が

　 「白制 」の 態度を農村 ，中小都市 と比較 し て 特徴 づ け た もの で あ る 。但 し ，ジ ン メ ル に とっ て は 大都市 の

　 精 神 構 造 と して の 見 知 らぬ 他 者 へ の 構 え と し て 把 え た 自己
一

他者関係 で あ る が，こ こ で は ，自己 → 他者

　 →自己 と い う循環経路へ の 構 え で あ る。Simme 工G ．，1903　Die　Grosstadte　und 　 Geistesleben．松本通晴

　 訳 ，「大都市 と心 的生活」 鈴木広訳編 「都市化 の 社会学 」 誠信書房，1960

（8） こ れは 特 に 「緑 が 丘 」 に多い 。 来住者 の 地 域社会で の 生活は
一
般的に 子供を通 して つ きあ い が形成 さ

　 れや す い。逆 に 子供 の い な い 人 ，単身者 に 対 して 排他的 に な りや す くい わ ば 地域 の 社会的資源 を 利用 し

　 な い 又 は し に くい 人 々 に と っ て の 問題が あ る とい え よ う。

  　同 じ よ うな 問題状況 に つ い て 石 川県野 々 市町 に お け る調査 研究 が あ る の で 参照 して ほ しい 。石原多賀

　 子 「来住者層 の 地域社会 へ の 認識 と評価」 （二 宮哲雄他著 『混住化社会 と コ ミ ＝ニ テ ィ 』 御茶 の 水書房，

　 1985年。183〜 237ペ ージ）

  　就業率の 高さ は こ の よ うに 地域の 産業構造と家族構成に よ っ て そ の 意味内容が 異な っ て くる。

  辰 口 町で は ，結婚前 ・出産前 の 20〜24歳 の 就業率は 82．3パ ー
セ ン トで 石川県 の 74．6パ ー

セ ン ト を は る

　 か に 上 回 っ て い る が ，出産 ・
育児期 の 25〜34歳 もい わゆ る M 字型 の 底辺 は 石川県平均 よ り高 い 。しか し

　最も 特徴的 な の は 40〜44歳 の 87．3パ ー
セ ン ト を頂点 に ，35〜49歳 が 80パ ーセ ン トを こ えて い る点で あ ろ

　 う。

  　第 18回 石 川県婦人団体幹部研修会 （昭和62年 5月） の 参考資料に ある熊谷和子 「国立婦人教育会館専

　門職員） の 会館研究 レ ポートよ りの 引用

  　辰 口 町 の 場合を参考 ま で に 示 し て お くと以下 の 通 りで あ る。
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〔表〕　 収入 に つ い て （昭和61年度決算報告 よ り作成）
一

辰 口 町 の 場合一
〕

岩 内婦 人会 宮竹 校下 （地 区 ） 緑 が 丘 婦人会 辰 ロ 町連合婦 人 会 能美郡婦人 団体

収 入 合計 647，929 552，247 1，442，729 1，257，260 893 ，334

会 　 　 費 23．5％ 32．8％ 42．3％ 35．0％ 59．9％

2，000円 × 76人 450円 × 403人 600円 × 492・509 250円 XL760 人 90円 ×5，941 人

手 数 料 53．5％ 30．3％ 4，1％ 4．9％ 16、6％

簡易保険集金 共同 衣装 よ り 廃 品 回 収 購 買手数料 昆布手数 料等

25G ，000円 109，564円 35，670円 21，420円 142，600円

国民年金集金 ち ふ れ （化 粧 品） 共 同衣装手数料 ち ふ れ

38，000円 24，903円 17，232円 39，800円

農協 月掛け貯金 昆布 昆布 手数料

14．ユ60円 8．200円 4，500円

販売 手数料

44，336円
補 助 金 0．0％ 0．0％ 10，4％ 42，3％ 9．6％

助 成 金 緑が 丘 区町 内会 辰 口 町 　150，000円 郡町村会 50，000円

そ の 他 3．9％ 15D，000円 共 同葬具 182，908囲 県婦人連 合会

雑収 入 　 25，000円 チ ャ リテ ィ
バ ザ ー

よ り

123，646円

繰 越 金 18，9％ 36．6％ 43，3％ 7．9％ 14 ．2％

預 金 利 子 1，356円 L458円 9，588円 780円 4，126円

　　金沢 市校下婦人会連絡協議会 の 場合 は ，金沢市補助金 と し て 140万円 （昭和 62年度予算額 の 32．7パ ーセ

　ン F）．ま た特別会計と し て 各種 の 委託料 （交通安全 委 託 料 30万 円 ，共 同購 入 等推進事業委託料30万 円，

　省資源 ，省エ ネ 対策委託料40万 円な ど）合計 約 340万 円 が ある 。石 川県婦人団体協議会 は ，県か ら180万円

　の 補助金 （昭 和 63年度）お よ び 共催費と して 65万 円 ，ま k 石 川 県婦人会館か ら251万円 の 補助金 を も ら っ

　 て い る 。

a4　似田香門 「地域政策と都市の 社会的編成」 （蓮見音彦編 r地方 自治体 と市民生活』東京大学出版会）

　429〜459ペ ージ を参照 し て ほ しい 。こ こ に は ，福山市の 財政分析を 通 し て 公共政策 と地域 の 諸 団体の

　 「連接化＝分節化 」 の 実態が明らか に され て い る。

  　参考資料と して ，岩内婦人会 ， 宮竹校下婦人会，緑が 丘 地区婦人会 の 年間行事を 〔表〕として 示 して お

　 く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔表11 岩 内婦人会行事〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あゆ み ＆ よ て い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （
’
85岩内婦人会）

月 行 　　　 　事 月 行　　　　事

3 ・定 例 総 会 9 ・秋祭輪 お ど り参加

4 ・映　写　会
・じ ょ ん か ら踊 り参加
・
き りえ教室

10
5

・春 の 慰安会
・テ ニ ス 教室

・親　和　会
・11
秋 の 慰安会

6
・
第二 地区運動会参加

・き りえ教室 12 ・報　恩　講
・お 正 月 の 花講 習 会

7

・敬　老　会
・文集 りん ど う

　 第25号 発 刊
1

・新　年　会
・臨 時 総 会

8
・映　写　会
・盆お ど り参加

2
・重　陽 講
・料 理 教 室

3 ・
定 例 総 会
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〔表 12〕　 宮竹校下 （地 区）婦人会

　 　　 昭 和 62年度行事報 告

月　 日 行　　　　　 事　　　　　 名 会　　　 場

3．2 校下新 旧役員会 東　部　 学　 習　 会　 館

15 校下婦人会総会並 び に つ く し 婦人学級 厂’

18 町連合役員会 町　 福 　　祉　　会　 館

29 町連合婦人会総会 ・婦人学級合同閉講式 厂’

4．16 婦人学級長 と連合委員会 〃

19 郡婦人団体協議会総会 川　北 町 文 化 会 館

22 町 連合役員会 町　 福 　　祉　　会　　館

24 校下役員会 岩　 内　 公　 民　 館

28 県婦 人 の つ どい 県 婦 人 生 活 会 館

5，20 敬老会打合 せ 町 　 福　　祉　　会　　館

〃 町連合役員会 ”

22 衣裳委員会 〃

23 町 婦人学級合同開講式 〃

27 県婦人団体会長会議 県 婦 人 生 活 会 館

30 郡婦人指導者研修会 寺 井 町 福 祉 会 館

6．5 町婦人学級合同施設見学 美 浜 原 子 力 発 電 所

10 県婦人 ス ポー
ツ フ ェ ア

ー 県　　 体　　 育　　 館

17 町連合役員会 県　　福　　祉　　会　　館

19 郡婦人団体協議会役員研修 悠 賀 原 子 了 発 電 所

24 校下役員会 岩 　 内　 公　 民　 館

27〜28 町婦 人 合宿研修 国 立 立 山 自 然 の 家

7．1 社 会 を 明 る くす る運動能美地区大会 川　北 町 文　化 会 館

12 敬老会 町 　 福 　　祉　　会　　館

22〜23 町連合研修会 加 　 賀　 白　 山 　 荘

24 衣裳委員会 町　 福　　祉　　会　　館

30 交通安全街頭 キ ャ ン ペ ーン 街　　　　　　　　　　頭

31 町連合役員会 町　 福　　祉　　会　 館

8，3 校下役員会 加　　賀　　白　　山　 荘

6 衣裳委員会 町　　福　　祉　　会　　館

20 町連合役員会 〃

” 郡婦人団 体協議会委員会 寺 井 町 福 祉 会 館

23 衣 裳展 示 会 町　 福　 祉　 会　 館

9，2 辰 口 ま つ り催事部会 〃

2 町 連合役員会 ”

18 〃 〃

19 校下役員会 岩　　内　 公　　民　　館

22 郡交通安全 宣言大会 寺 井 町 福 祉 会 館

25 つ く し婦人 学級 （日常 の マ ナ ー） 東　部　学　習　会　館

10．4 チ ャ リテ ィ
バ ザ ー

（辰 口 ま つ り協賛） 町　　福　　祉　　会　　館

ユ4 町 連合役員会 〃

17〜18 郡婦人団体協議会研修 新 潟 県　 　 長 野 県

24〜25 町婦人バ レ ーボ ール 大会 勤　労　者　体　育　館

28 衣裳委員会 町　　福　　祉　　会　　館

30 つ く し婦人 学級 （ジ ャ ズ ダ ン ス ） 東　部　学　習　会　館
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月　 日 行　 　　　　　事　　　　　 名 会　　　 場

11．7 町 婦入意見発表大会 町　 福　 祉　 会 　 館

13 校 下 役員会 岩　 　内　 公　　民　　館

20 厂’ ”

21 郡婦人意見発表大会 町 　　福　　祉　　会　　館

26 衣裳委員会 〃

27 県政会議 県 婦 人 生 活 会 館

〃 衣裳購入 鶴　　　　 来 　　　　 町

12．1 つ くし婦人学級 （家庭 と子 供） 東　部　学　習　会 　館

2 町連合役員会 町　　福　 祉　　会　　館

5 衣裳購 入 金　　　　 沢　　　　 市

〃 県婦人意見発表大会 県 婦 人 生 活 会 館

5〜 6 校下役員反省会 粟　津　（ 湯　 の 　 上 　）

6 町 連合役員会 町　　福　　祉　　会　　館

13 ” 〃

25 つ くし婦人 学 級 （仏 花 ） 東　部　学　習　会　館

1．8 町連合役員会 町　 福　 祉　 会　 館

12 四 町長 を 囲む 会 ま　 つ 　 ざ　き　旅　館

15 成　人　式 町　 福　 祉　 会　 館

〃 町交通安全協会祈願祭 白　 山　比 　嘩　神 　社

〃 集落会長と町連合役員会 町　　福　 祉　　会　　館

29 町連合役員会 ”

2．7 衣裳委員会 田　　 川　　 旅　　 館

12 町 連合役員会 辰　　目 　　町 　 役　　場

19 町 政懇談会 （壮年団 と合 同） 町 　 福　 祉　 会　 館

21 町生涯学習振興大会 〃

24 町 連合役員会 町　 福　 祉　 会　 館

3 ．8 校下新旧役員会 東　部　学 　習　会 　館

9 衣裳委員会 町　 福　　祉　　会　　館

13 校下婦 人 会総 会並 び に つ く し 婦人学級 東　部　学　習　会　館

16 町連合新旧役員会 町　 福　 祉　 会 　 館

21 町連合婦人会総会 ・婦人学級合同閉講式 ”

28 郡婦人団体協議会新旧役員会 寺 井 町 福 祉 会 館

〔第 13表〕　緑 が 丘 婦 人 会

　 昭和 62年度活動結果報告

丿目 行　　　　 事　　　　 内　　　　 容 備　 　　考

4 1　 地区新1日役員会　全班長会 婦　　 人　　 の 　　 家

2　 能美郡婦人 団体協議会総会 川 北 文 化 セ ン タ
ー

3　 辰 口 町連合役員会 福　　 祉　　 会　　 館

4　 地 区体育委員会　地区運動会他 婦　 　 人　　 の 　　 家

5　辰 口 町連合役員学級長会 福　　 祉　　 会　　 館

5 1　 能美郡婦人 指導者研修会 寺 井 町 福 祉 会 館

2　 婦人学級合 同 開講式 町　　福　　祉　　会　　館

3　 町連合役員会　敬老会打 ち 合わ せ 他 〃
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月 行　　　　 事　　　　 内　　　　 容 備　　　考

5 4　 衣裳委員会 町　 福　 祉　 会　 館

5　消防説明会　第 1町内〜第 5町 内 婦　　 人　　 の 　　 家

6　緑 が 丘 地区運動会　第10回 緑 が 丘 中 央 グ ラ ウ ン ド

6 1　 地区文化委員会　敬老会他 に つ い て 婦　　 人　　 の 　　 家

2　石川県婦人 ス ポーツ フ ェ ア ー　 2 名 金　　　　　　　　　　沢

3　福井美浜発電所見学 さ　 わ 　 や 　 か 　 学　 級

4　町 自衛消防合同訓練大会参加 第 3 位入賞　中学 グ ラ ン ド

5　町連合役員会　立山研修地 福　　 祉　　 会　　 館

6　町婦人合宿研修会　役員会他 立 山 少 年 自 然 の 家

7 1　 辰 口 町敬老会　マ マ さん コ
ー

ラ ス ，琴 町 　 福　 祉　 会　 館

子供会合唱，演奏

2　役員
一
泊研修会　 2 名 加　 賀　 白　 山　 荘

3　 衣 裳委員会　展示会他 に つ い て 町　 福　 祉　 会　 館

4　交通安全 キ ャ ソ ペ ーソ 　チ ラ シ 配 り サ ソ ・パ ー
ク 前 に て

5　町 バ レ ーボ ール 大会参加　 4チ ーム 宮 竹 勤 労 者 セ ン タ
ー

6　町 連合役員会　バ ザ ー
じょ ん が ら他 町　 福　　祉　　会　　館

8 1　 地区文化委員会　天狗 まつ り他 婦　　 人　　 の 　　 家

2　 町 会連合衣裳展示会 町　　福　 祉　　会　　館

3　町連合役員会　婦人た つ の くち作成 〃

4　能美郡婦人役員会　婦人会40年記念行事他 に つ い て 寺 井 町 福 祉 会 館

9 1　 緑 が 丘 地区天狗 ま つ り 緑 が 丘 中 央 グ ラ ン ド

2　町連合委員会　モ チ ーフ
ー

枚運動他 福　　 祉　　 会　　 館

3　地区役員会　バ ザ ー
、 じ ょ ん が ら他 婦　　 人　　 の 　　 家

4　町連合役員会 福　　 祉 　　 会　　 館

5　 さわ や か 学級　リズ ム ダ ン ス 婦　　 人　　 の 　　 家

10 1　 チ ャ リテ ィ
ーバ ザ ー　総売上 293 ，460 一 町 　 福　 祉　　会　　館

2　町 じ エ ん が ら踊り参加　20名 県 会 議 員 覚 　　1 万

3　能美郡婦人
一
泊研修　　 1名

4　町 バ レ ーボ ー
ル 大会 優勝 　宮竹勤 労 者 セ ン タ

ー

5　 町 連合役員会　意見発表 ，他 福 　　 祉　　 会 　　 球

6　 さわやか 学級　親子関係　講話 婦　　 人　　 の 　　 家

7　 衣裳委員会 福　　 祉　　 会　　 館

8　 日本 自動車整備振興会出席　 1名 小 松 市 民 セ ソ タ　
ー

11 1　 能美郡バ レ ーボ ール 大会参加 準優勝　寺井中学体育館

2　町婦人意見発表会　　　3 名 町 　 福　 祉　 会　 館

3　能美郡婦 人 意見発表会　第 8 町 内か ら 1名 ”

4　 さ わ や か 学 級　調 理 実習 婦　　 人　　 の 　　 家
　　　　　　　　　　 一人 暮 ら し の 老人5　 モ チ ーフ

ー
枚運動

　　　　　　　　　　 膝掛 プ レ ゼ ン ト

　 衣裳委員会　新衣裳購 入 に つ い て ，他

地 区の み で 15枚出来上 が り

福 　　 祉　　 会　　 館

12 1　 町 連合役員会　成人式 ，他 に つ い て 町　 福　　祉 　　会 　　館

2　 さ わや か 学級　正 月 の 生花 婦　　 人 　　 の 　　 家

3　町連合役員会 町　 福　　祉　　会　　館

6311 　 成人式　立食パ ーテ ィ
ー手伝 い 町　 福　　祉　　会　 館

年
2　地区新役員選出

2 1　 地区新 旧 役員会　新会長，役決 め 婦　　 人　　 の 　　 家

2　衣裳委員反省会

3　 町 政懇談会　質疑応答 福　　 祉　　 会　　 館
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月 行　　　　 事　　　　 内 容 備 考

2 45 町生涯学習振興大会

町連合役員会

福 祉
　 　 厂广

会 館

3 1234町 連合総会　婦 人 学級合 同 閉講式

地 区総会

町連合新旧役員会

地 区役員反省会

福

婦

福

祉

人

祉

会

の

会

館

家

館

通年 廃　品　 回　収 子 供 会 と　 共 同

  　婦人学級 は 県 が 昭和 35年 に そ の 学級要綱 を 定 め 町 の 教育委員会 の 予算 もこ の 年 か ら出 て くる。辰 口 町

　 の 場合，婦人学級 の 受皿 と し て 地区婦人会 に お ろ し て い る とい える 。

aの　こ れ は ，昭 和23年全 国で 初 め て の 久 常公民館に お け る婚礼貸衣裳 が そ の 出発点 で ある e 現在 の 制度 は ，

　 昭和28年の 山上村の 共同衣裳で の もの で あ り，昭和50年 に 町 連合会 に
一

本化 され た。詳細 に は ，『辰 口 町

　 町史 』 現代編 719〜722ペ ージ を参 照 して ほ し い 。

  　こ れは 共同祭壇 の 貸出 し ・管 理 を す る委員の こ と で 昭和43年度 に 辰 口 町か ら 50万 円を借 り受け て 始 め

　 た もの で ある 。 辰 口 町 で の 利用率 は 非常 に 高 く，共 同衣裳 よ り現在 で も重 宝 が られ 利用 さ れ て い る 。

　 も っ と も当初は
，

「日常生活と は か け は な れ た祭壇 の 飾 り付け 故，最初 の 内は 祭壇 に さわ る の も気味 が 悪

　 く，い や な予感に 悩 ま さ れ ，周知 の 人 々 の 目に ふ れ る の も恥 か し い 」状態 で 取 り組 ん だ と い わ れ て い る。

　　（前掲書 『辰 口 町町史 』 721ペ ージ の 岩 内地区村 田 咲子 氏 に よ る ）

  　昭和61年度の 共 同葬具収支決算書は 〔表〕の 通 りで あ る。別途積 立 金 と して ，本年度分200万円あ り。

　 貸出 し回数 も51回を 数 え て い る。現在 まで の 別途積立金 と して 定期預金 に し て あ る金額 は ，約600万 円 あ

　 る。

  　婦人会入会の 動機 に つ い て 「辰 口 地 区婦人 会会報25号」 （昭和54年 2月） に ，次の よ うなア ン ヶ
一

ト調

　 査 の 結果 が の っ て い る。

　　（1） お つ きあい だ か ら　  　義務的気持 ち　　（3）　目的に 賛同

　　（4） 勉強が した い 　　　（5） 友達が ほ し い 　　  　い や い や な が ら

　お そ らく（1）と（2）が 大多数 の 会員 の 気持 で あ ろ うと思 うが ，あ る意味で こ の よ うな 地域的拘束性 と 律 義 さ

　が ボ トム ・ア ッ プ型 の婦人会活動を そ の 根底に お い て 支 え て い る の で は ない だ ろ うか。

  　地域婦人会 に つ い て は 戦前 と戦後 の 構造的連続性を 指摘す る事が出来る が こ の 点に つ い て は 別稿 に て

　考察 し た い と思 う。

　　な お，こ の 点 に つ い て 堀 口 知明 「地域婦人団体 の 成立 と展開（1）（2）」福島大学学芸部論集　vol16 〜17．

　 1964年〜1965年。

　　荒井邦昭，千野陽
一

「現代 日 本婦人教育史 の 研究（1×2×3）」 （東京農 工 大学
一

般教育部紀 要 　vol16 〜 18．

　 1980年〜1981年）参照

  　佐藤慶幸 rア ソ シ エ ーシ ョ ン の 社会学』早稲田 大学出版部．ユ986年　90〜91ペ ージ

  　こ れ は 近代的合理 主 義 に 基 づ くもの で あ り，組織と し て は 官僚的合理性 の 支配す る世界で あ る。 しか

　しなが ら常 に 分業を担 う人 との ボ ラ ン タ リズ ム を い か に発輝させ て い くか が 組織 の 効率 と維持 の 為 に 問

　わ れ て い る
。 ま た 特に プ 卩 フ r

ッ
シ

ョ ナ ル な 職業 は ，そ の 発生史的な視点か らも志向性か らも基本的に

　は 強 い ボ ラ ン タ リズ ム に 支 え られ て い る と い え よ う。
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〔表〕 共同葬具収支決算書 （昭和6ユ年度）

（単位 　円）

収　入 　の 部 支　出　 の 部

項　　　目 金 　　額 項　　　目 金 　　額

前 年 度 繰 越 金 1，738，070 祭 壇 部 品 購 入 83，430

葬 具　貸　出　料 1β80．000 棺　　　　　　代 1，5GO，000

内訳 会　　 議　　 費 33，000

50，000円 × 2 回 委　 員　 手　 当 359．000

40．000円 × 40回 連合婦人会助成 金 182，DOO
20，000円 × 9 回 災　害　保　険　料 8，160

棺　　　 　　　 代 1，5GO，00G 消　 耗　　品　 代 31，680

北 島 商 店 よ　り 30．000 委 員 反 省 会 補 助 80．000

預　　金　　利　　子 5β97 謝　　　　　　　礼 55．000

保管庫　　30，000
取扱料　　20，000
電話料　　 5，GOO

別　途 積 立 金 2，000，000

翌 年 度 繰 越 金 82L197

合　　　 計 5，153．467 合　　 　　計 5，153，467

別途積立 金　2，077，581円 （定期預金）

　　　　　 2．000，000円 （　 〃　 ）

　　 　 　 　 1，408，509円 （　 〃　 ）

　　 　 　 　 　 498，808円 （　 〃　 ）

　　　　　　資料　昭和61年度辰 口 町連合婦 人会総会資料よ り

（注） 本稿 で 使 用 して い る デ ー
タ の うち ア ン ケ

ー
ト調 査 に よ る もの は．辰 口 町 コ ミ ＝ ニ テ ィ 計画調 査 委員

　　 会 （研究代表者 ．金沢大学教授　二 宮哲雄，1986〜1988年度実施）実施 の 調査 の
一

環 と し て 筆者 が担

　　 当しte調 査研究 に も とず く もの で ある。こ こ に データ を 使用 させ て い た だ い た こ と を記し，感謝申

　　 し あげ た い 。
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